
あなたとＪＡをむすぶ'|青報誌

祷がし
2002 

月
Ⅲ Ｓ２Ｓ 

おいしい料理とｱﾄﾗｸｼｮﾝに､笑いの絶えなかった女性部新年恒例会
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－あなたの心が明日の女性部を支えます～リサイクルパリー
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女惟郊濡動の中で作られた作品及びｲ､人作品屍示コーナー
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収 入
平成13年実繍平成11年計画
２６１戸２５．１戸「13年計1ｍ 13年実績’１４年計画１過不足

rに 乳 7.659.708 7.620868 7.880.96Ｇ 乳斌（ｔ）２６０．１０］ 1１０，３０２．９１ 1１５０６０６０ 

補給金 562,57-1 591,467 576.681 -14,786 
大根 ５６７０１)、 ５９．６hK］ 

収壁(C/S） 307,515C/S 282,250C/S 小 計 8,222,282 8,212,335 8,457,65Ｃ 245,315 

乳用牛 5０５，３３５ 584,759 549,539 -35.220 
てん菜 １３６；IＯｈｎ １３４．４０ｍ 「つ且

収逓（ｔ） 6.816.60 肉）１１牛 5,904.90 289.562 3４６．１３５ ２６５．４１Ｃ -80725 

その他畜産物 馬鈴薯種子5.000 6．９１２ 3,606 -３．３０６ ６９４()l1Fl ７６２０h２ 

固体販売計 799,897 937,806 食川818,555 －１１９，２５１ 51.40113 6ＬＯＯｌｌ２ 

家寄共済余 1４３．０５５ 333.726 1４９，９９９ －１８３，７２７ 
i灘脈 ４２３０h、 ３９３９()hz］ 

収１，ｔ(袋） l３８９１２０Ｃ 畜産物計 117639.4C 9,165,234 9,483867 9,426,204 -57,663 

馬鈴薯 3３４．６１７ 324.394 334`799 加工]0,405 3.190}wｌ ２４００hz】

てん菜 lOL781 乳用牛(頭）1３５．０９５ 101,662 -33.433 2.929 3．１３４ 

その他農産物 肉ﾉﾛｹﾞﾆ(頭）2-1､4６５ 2２，２３５ 23.335 1,100 6.789 7.267 

大根 71.192 103.617 83,53.1 乳牛総頭数２５６９３１２６．３０４－２０，０８３ 

農産収入計 532,058 585,341 543,330 －４２，０１１ １２カ月以下 4．６８５ '1.732 

農業雑収入 439.61Ｃ 739.799 539,,'９４ -200.305 １３～24力鳫 5.187 5.`１３４ β=、

農業収入計 10,136,902 10,809,007 10,509,028 25カ月以上15.817-299,979 1６，１３８ 

農外収入 35.786 99.0-13 165.788 総所有hllhFI66.7とIＣ 15,487.12 15,283.73 

盗余借入 3１，９００ 161,017 3６２５１ -121.763 改良草地lIn 8116.74 7.988.73 

溢金,受入 3`10,85`’ 永年草地１ｍ6．１８．９２５ 4３５．２２６ -２１３．６９９ 4．１７７．２１ '1.253.14 

その他 畑地hａ6 893.19 8４９．３０ 

△
画

計’10,545,442111.717.992 1１，１４６，２９１ -571.701 11ﾙﾄﾞｌＩｉｉ野仙113 2,257.1512192.56 

１３年計画13年実績１４年計画 一戸平均実統一戸平均計画

農業収入 1０．１３６．９０２ 10809007 lq509p28 K1L･'1４４Ｌ374 

農業経憐撹 6,634,79.1 7189.086 6.922163 27,54J 2７．２５２ 

農業所得 3.502.108 ａ６１９．９２１ 3,586,865 13.8691１４．１２２ 

所得率 Ｍ５％ 335呪 ＦＭ］％ 

'４ 

収入

13年計画 13年実績 14年計画 過不足

f'三乳 7６５９．７０８ 7.620868 7880.969 260,101 

補給金 2,57-1 591,467 576,681 --14,786 

小計 8,【 2,282 8,212,335 8,457,650 245,315 

乳用牛 ５．335 584,759 549,539 -35.220 

肉）1１牛 289,562 3`16,13(』 265,410 -8ｑ725 

その他畜産物 5,000 6，９１２ 3,606 -ａ306 

固体販売計 799,897 937,806 818,555 －１１９，２５１ 

畜共済金 1４３，０５５ 333,726 1`19,999 －１８３，７２７ 

畜産物計 9,165,234 9,483,867 9,426,204 -57,663 

馬鈴薯 334,617 324,394 33曇1,799 １０，４０５ 

てん菜 101,78;Ｉ 135,095 101,662 -33,433 

その他農産物 2-1,465 22,235 23,335 1,100 

大根 ７１，１９２ 1031617 83,531 －２(),0８３ 

農産収入計 532,058 585,341 543,330 -42,011 

農業雑収入 439,610 739,799 539,,'９′Ｉ －２()0,305 

農業収入計 10,136,902 10,809,007 10,509,028 -299,979 

農外収入 35,786 99,0-13 l65i783 660740 

ｆｆ余借入 31,900 １６１，０１７ 36,25`Ｉ -124,763 

盗金受入 340,85`Ｉ 648,925 435,226 －２１３，６９９ 

その他 ０ 

合計 1０，５４５，４４２ １１，７１７，９９２ 1１，１４６，２９１ －５７１，７０１ 

平Biil3年案
２６１戸

ｋｌ上

蔽1 平成11年計画

25.1戸

乳歳（ｔ） '10,302.91 １１５'060.60 

･大根

収壁(C/S）

56.70h３ 

307,515C/S 

59.6hａ 

282,250C/S 

てん菜

収量（ｔ）

１３６.ｲＯｈａ 

6,816.60 

134.40hａ 

5,904.90 

馬鈴薯種子 69.ｲOha 76.20hａ 

食川 5Ｌ４０ｈａ 61.0011ａ 

澱原

収111:(袋）

423.0113 

138,912.00 

39390hａ 

１１７’６３９．４０ 

加工 3.L90ha 24.00h３ 

乳用牛(頭） 2,929 3,134 

肉ﾉﾛｹﾞﾆ(頭） 6,789 7,267 

乳牛総頭数 25,693 26,30`I 

12カ月以下 4689 `1.732 

13～24カ月 5,187 5,`１３４ 

25カ月以上 15,817 1６，１３８ 

総所有地hａ 15.487.12 15,283.73 

改良草地hａ 8,116.74 7,988.73 

永年草地hａ 4，１７７．２１ '1,253.14 

灯1１地hａ 893］９ 849.30 

ＩｌｌﾄﾄﾞｌＩｉｉ野仙hａ 2,257.15 2,192.56 

13年計画 13年実績 Ｌ１年計画 一戸平均実統 一戸平均計画

農業収入 lql3 ,9０２ 1ｑ809,007 ｌｑ５Ｃ 0028 41’４１４ 41,3'１ 

農業経備Ili 6,63 ,79.1 7,189,()8６ 6， Ⅲ163 27,5`Ⅱ 27,2そ

農業所得 3.502,108 3,619,921 3,58 ,865 13,869 14,１２２ 

所得率 31.5％ 3３．５ 34.ﾕ％ 



曲辰

綴平成１４年

支 ｌＨ 

１３年計、 １３年爽紺 １４年計両 過不足

労 田 1-12909 1７－１．６１５ 19152］ 1９．９０６ 

科HPI 5４８．５０８ 550.65-’ ５１０２３７ -10,.1］７ 

生産資材 3８７．７３５ 1２３２１７ 39-1.270 －２８．９－１７ 

水道光熱 347,8J９ 372..121 ３６８．２１(〕 -4.18-1 
虚寅､

飼 科 2.380993 2，５３７．２２９ 2..'９７．２７８ －３９９５］ 

養畜ＹＹ -130.757 168.130 ｌ５９Ｊ１８ -８．７１２ 

紫畜ｆｌｆ ３７`４７.’ 39.85Ｃ ３Ｍ７５ －８．３７５ 

農業共緕 370..1］２ ３６１．３７Ｃ 378.535 1７．１６５ 

賃料料金 7２５．１５５ 8２０．６４２ ７９６.`1５１ -２４１８８ 

修、11Ｗ 3５２．９７３ -169.921 ３５２．９９Ｇ -１１６．９２２ 

譜税諸負担 5２．１．２７１ 5５２．６－１２ ５１３．０２６ -９．６１６ 

支払利息 2３３．１１５ 1９８．５２７ 2００，０８５ 1,558 

その他経営TII 152,6.1F 2１９．８６５ 1６５．６２５ -５４２４０ 

農業支出計 6,634,794 7,189,086 6,922,163 -266,923 

家計呰 1,888,457 2.02Ｌ3７１ L956.813 -6-1.558 
匡可

経費十家計費 8,523,251 9,210,457 89878,976 -33Ｌ481 

資金返済 8`１６５４８ 873.293 9９３．７１６ 1２０．－１２２ 

貯金共済 999.248 1,0-19,893 L015.075 －３１．８]８ 

農業機械農業機械 76.8イ１ Lｌ９ｌ９ｌ ４９．４７」 -９９．７２０ 

その他 108.470 2８２，３５９ 208.165 -７１．１９－１ 

合

１
 

ｑ
 

一一一□回 10.55.1.358 11.565.193 11,145.-103 -419.79Ｃ 

１３年計･画１３年笑紙 1-1年計画

総収入合計 10,545小1２ ｌＬ７１７９９２ 11.146.29］ 

総支出合･計 1055-1.358 1Ｌ5６５．１９２ 1１．１４５．４０３ 

収支過不足 －８，９１６152.799 8８８ 

５ 

支卜Ⅱ

１３年計ｍｉ １３年爽紙 １４年計両 過不足

労１K '-12,909 l7-L615 191,521 19,906 

肥料 5`１８，５０８ ５５(),６５」 :j１０，２３７ －ﾕ０，．１］７ 

生産資材 387,735 123.217 39-L270 -2819-17 

水道光熱 347.8｣９ 372..12.Ｉ 368.21(） …４，１８－１ 

飼料 2.38ｑ993 2,537,229 2,.'97.278 --39,951 

養畜ｆＹ -l3q757 168.130 `1５９，４１８ …８．７１２ 

茶畜ｆｌｉ 37,47.1 39.850 3Ｌｌ７ｔｊ -8.375 

農業共済 37ｑ,112 361.370 378,535 １７．１６５ 

箇料料金 7２５，１５５ 820.642 796,.15.1 -2-L２８８ 

'1参理ＩＹ 352.973 469,921 3５２，９９９ －１１６，９２２ 

簡税諸負 524,271 5５２，６．１２ 5J3,026 －９，６１６ 

支払利息 2３３，１１５ 1９８．５２７ 2００，０８５ 1,558 

その他経営費 ﾕ52.6.13 ２１９．８６５ 1６５，６２５ -54`240 

農業支出計 6,634,794 7,189,086 6,922,163 -266,923 

家計登 1,888,457 2,021371 1,956,813 -6-L558 

経費十家計費 8,523,251 9,210,457 8,878,976 -331,481 

資金返済 8`１６，５`'８ 873,293 993,716 '２０．－１２３ 

貯金共済 999.248 1,049,893 Ｌ015,075 -3｣,818 

隣業機械 76,8'１１ 1-19.191 4９，４７１ －９９，７２０ 

その他 108,470 282,359 8,165 -７１，１９－１ 

合計 10,55.1,358 ll7565j93 11,145,-103 -9119.790 
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噺i，ｲ;「
平成13年度12月末における

財務の状況についてお知らせいたします。
2】 １８Ｆ 

ま卜千ｎｆ川へ僻ち」とり

瀞鰯１の少〃金一ｒ「六億一

雌誕:鱗
戦鯛

瀞むり商よ
｣l：￣、はり旗〆、

済一｣[X七二か
金億入Ｔ－ｒＩ）
合ｊｉ全ＩＪｑｌ)L|残
む下体ｒｉＹＴ,1.5
￣ｌｌＬＩで〃〃に
－１ｉｉは１１１１'］つ
億万、のがい
二｜]１乳減j＃て
Ｔ、代少DIIは
二帯一とし、
7「産補な、ｉＭｊ
〃物給つ貸年
|リヘ企て越伺
、家含お残期

BE亀 ク
ミ
カ
ン１１年１２年 １３年

峨貿品供 総高
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億
億
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５
 

５
５
４
 

5．４８３ 

4， 

i坐lT5:f云了
令近万千す億下家そ几飼支のて金ｉ「腱

Ⅱ‘代'ﾘ六''１:貯・宗iii!(mWilil;締IiiiiiilliTII聯で化、、.」'二

［蝋軒鯉鰄騨瀞
は貯出万|両ｊ

億千約Ｍ２比
三〃貯ｊｎｊべ
千’'１金貯、

ＩＩＬ']1億立冊,,,i鑿緋!}卜Iﾎﾟﾉﾉな二金だ

ＩりどＴＨｊ０Ｉと文登下億lリ|リ料。六〃上維
のがｌｉ憶貯な｝|',金一）し、が１１t臓円ｉｆ収

ぞ辮行、労減修二が乃入
ｊＷｊｌｉｒＴ・金

鰍Ｍｉｉｔ；li栂ｾﾞ
ｶⅡ力１１万下一
とし｜'］几億
な、、ｎ瓦

(内生産資材）
ﾊﾞﾓｮｦ、 億

億
億
億

４
２
０
８
 

３
３
３
２
 

3，３８５ 

／ 3,061 

』￣2,8 316 P 

2２１ 

ご努な前りで燃億１，１体で一給

蝋鞠｛鞠雛
た侭し聡１丁い

きて,,Ｊｌｉ朏lＩＴｆｏｆ馴雁

ｌエイｒ物物揃

撚寺鱗雛鬘芒鬘i1iw；

鞠'111戦,ｉｌｊｌｉｗ:鰍
・ヤ￥おの扱噸し＝、「『の、、、

り
ま
し
た
亀

(内生活店舗）

25億

20億

2,093２，０６６2,098 

-27 鞭

１１年１２年１３年

６ 



平成13年度１２月末事業概況（単位:百万円）

賃ｲリ 金(組勘貸残含む）自己管木 受託街金

1,578 

1，５３ 

15億

14億

13億

12億

億
億
億
億

０
０
０
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４
３
２
１
 

3,542 億
億
億
億

０
０
０
０
 

８
７
６
５
 

7,598 
～１ ,1４６ 4５ 

-396 

1，２４ UH8F ,６３５ 
5，７９ 1,808 

５ 
戸田

462 

１１年１２年１３年１１年１２年１３年 １１年１２年１３年

組勘貸越残固定涜産 販売品取扱高（補給金含む）

14億

13億

12億

''億

10億

1,352 

/|、し27, 億
億
億
億

４
３
２
１
 

85億 8,348 
１，２］ -81 8,097 

1３４ 7】 771 

266m 

62-］ 

Ｆ
閉
山

75億 326 

3１ 

１１年１２年１３年１１年１２年１３年
グマ

(内乳代）

組勘緬り残貯金（組勘預り残含む） 65億 6,1996,340 

￣ ５ 992 

,5戸1２，０３７ 1４１ 億
億
億
億
億

０
０
０
０
０
 

２
１
０
９
８
 

１
１
１
 

55億

幸
思
起
魁
土
思
沈
思

Ｊ
１
１
１
１
１
Ｊ
１
 

４
二
３
２
１

３０１３２８ 

２３，／ｒｌ 
10J 

1,177 

(内畜産物・農産物）
鵠 2７ 2,008 

1】20億

10億

１１年１２年１３年１１年１２年１３年 １１年１２年１３年

'７ 



子牛の寒冷対策

北根室地区農業改良普及センター

'１１１つ○りｌｊす’１１の生体を吸い○境抗ま
るて（１）子まし゜の雛iI1〔を速雌こ炎出「力でnili
場も′ｋ牛すなよ蛋分後乾や係と－生でがの行
合、lｶﾆの。いつ、をの煤か、がに直は非ｒＩｌ１
は元後牛とて質必子さに隣わ示後ス術’卜の
、気に体、、か要’卜せお`１１；かすのトには子
|暖が、の予選らとはるこｉｉＩｊＩノと子レ弱、′卜
腸なｉｉｉ保’卜冷のし体こな藤まお牛スい病や
器し、述温は環糖ま脇とい、すりのをlMib気離
具場のⅡ億境新すをはま体。、管うノリ1や乳
を谷よｉＭ１ｆｆＩＥ･繩Ｊ１ｒすの子llil7理けでス後
どやうをでにこ持要･牝牛乳やす卜の
を鋼を縦はよのすで特燥が十す｡レニ
lMillii管持良つ糖るすに、瀧牛〈特スか
11Jが１１１でｒ〔て分た゜、初まはなににら
し界をき初作はめま濡乳れ寒’）、対＝
て皮おな乳ら、にたれのたさま寒す力
'卜をこ<をれ初多、た給らにす術る）１
体｜「なな絵ま乳<｛|い卜与ｌ１ｆ弱｡環抵位

低＝■

Ⅲ.. 一一一も一

一
｛
■
｜
■
｜

明。ｒ宮『卿郷釧馴“

ヤー＝函Ｈ嶢鍔・』

Ⅲ,１－ ､ 

|r『一 一一一
写直

譲
蛎１１

割

瀞
□ 

凱１

■
３
 

Ｗ 

８ｆｌ 

６ 

２ﾚ 
ユ 鱸ＴＩ 

１Ｉｔ 

魁

鵬Iil
ih 

の
保
温
を
お
こ
な
い
ま
す
。

①
逮
赤
外
線
ヒ
ー
タ
（
写
兵
ご

天
井
か
ら
Ⅲ
リ
ド
げ
る
タ
イ
プ
や
、
天
炸
に
問

定
す
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

②
ヒ
ー
タ
マ
ッ
ト
（
写
兵
「
）

子
牛
の
腹
部
を
匝
接
編
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
牛
川
の
防
寒
流
（
喉
奥
三
）

羊
毛
で
作
ら
れ
た
も
の
や
、
使
い
樅
て
の
紙
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
使
わ
な

く
な
っ
た
人
の
防
寒
服
も
利
川
で
き
ま
す
。

○
摸
気

た
と
え
寒
い
時
期
で
も
、
牛
舎
内
の
換
気
は
必

鍵
で
す
。
比
鮫
的
気
温
の
商
い
時
に
牛
舎
の
扉
を

開
放
し
た
り
、
換
気
凧
を
使
川
し
た
り
し
て
換
気

を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

哺
乳
川
や
育
成
期
の
風
邪
や
下
痢
な
ど
は
、
十

十
の
発
育
を
遅
ら
せ
初
瀧
分
娩
Ⅱ
齢
の
遅
れ
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遊
具
を
う
ま
く
利
川
す

る
こ
と
に
よ
り
、
寒
い
冬
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

！ 
■ 

､､ 

IFW！ 

｢■ 

U戸円

鶏｢■ 

;i： 

１ 

孟
凶
可
一

;病◆?】

itg 

息凶畿

凶

７ 
⑰ 

Ｆ庁

写真２

表１家畜の適温域と生産環境限界(ミイ,I1EJ9811

'ｋ産環境限界

遮温城低温，}?ｆ１Ｍ

搾乳ルト(ホルスタイン）’０～20℃－l3C 27℃ 

rrIjM己 。～20℃－１０℃ 32℃ 

|llli乳「-牛 １３～25℃ F1℃’30-32℃ 
写真Ｓ

■ 

８ 

′l芒産環境限界

適温域 低ｉｌＩＡ

擁\し''さ(ホルスタイン） Ｏ～20℃ -‐13℃ 27℃ 

行IjMも ４～20℃ －１０℃ 32℃ 

lllli\しｌｕｌ １３～25℃ ５℃ 30-32℃ 



草
ミ
レ
ョ
』
》

第
２
恨
欝
地
区
尾
崎
広
太
郎
・
孝
子
さ
ん
犬
変
一
一
，
久
空
子
ち
ゃ
ん
（
一
一
一
歳
Ⅲ
力
”
川
）

「。

イチの女の壬'ピカ

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ
 

少Ｉ）’１１'１なきつえしｒ〈［ｉＩｉん泣つでばてけくシしと気ｌｌｌｉた命郷てし
し７１の］こんくたてなみ定オＬ剛Ｌきそてお何しにて’たな'liミーちこ雌泌さ〈て今
ず）ｊ笑をてなら〈んにのるもと山ん楽もしよ係ウルらるイド杯やの１１段んｊｌＬＬｊ１
つに顔被、つ１１リjiしでし、しおパでなしちてう行ズが11,1ｉ前ノＬ遊ん１１まの竃たまの
成はで’）保たにるもてマ、ｌｌＩｉパ寂窄そやるがｌｌｉＩウ渋つは）］んのはで〃驚三、い人

崖瓢醗Iii熱湊繩窺ii砿H;Ii砿'|聯鱗；
;#舗灘黙鳩瀞灘姪鱗:k;鮮搬ｲｵ

織職灘鯨蝋鰯篭鰔ｉｉ
‐･おlMIlで尼で|ﾘ（

Ｆ７ 

と
マ
マ
は
レ
ー
っ
て
も
染
し
み
に
し
て
い
る

み
た
い
。

窄
了
ち
ゃ
ん
ノ
大
き
く
な
っ
て
も
、
そ

の
緋
ち
前
の
笑
顔
を
み
ん
な
に
振
り
ま
い

て
、
み
ん
な
を
幸
せ
気
分
に
さ
せ
て
ね
ノ
・

期
博
し
て
い
る
よ
ノ
。

跡
人
．

－全

Ｉ
Ｆ
 



中標津町農協組合員｡準組合員｡あるろ会員に朗報／

春の新車･中古車フェアー

き
こ

と
と
Ｉ
Ｉ
 

Ｆ曰、

Ｓ･Ｃ東武

根別

業会館⑭

駐車鰯

打胄、

￣ 

厨〃周園鰯
－ 

Ｌヨ ’二

、型

１．お支払いは簡単で金利の安いｒＪＡマイカーローン｣をご用意し
ております。

２任意保険･自賠責保険もセット加入でお得／

８．展示会ご成約の方にもれなく記念品の進呈／

４組合員・準組合員.あるる会員の万|こ更にＷチャンスで記念品
を進吊／

ご家族でお気軽にご来場ください
」Ｌ 

中標津町農協購買部〃２－３２０３

1０ 



戸

農業後継者結婚対策協議会情報

⑤⑤⑤⑤ＣＤ⑧⑤の⑤ののり、②⑪⑦②⑥⑤②E

孟
乙
。
□
●
⑪
の
●
。
□
。
●
の
□
ｎ
つ
ｍ
Ｕ
ａ
⑰
●
ロ
①
⑪
ｎ
コ
⑤
Ｕ
●
□
Ｃ
Ｕ
の
つ
い
。
●
Ｕ
ａ
Ｕ
Ｓ
①
●
■
ｎ
勺
●
Ｃ
ｎ
ｐ
Ｇ
Ｕ
の
●
の
Ｕ
ふ
じ
■
℃
ｐ
ｂ
ａ
Ｄ
●
Ｕ
ｎ
つ
の
ロ
の
⑨
い
む
。
ｃ
生
じ
仔
・
の
①
心
①
二
＄
。
■
の
Ｕ
企
む
の
⑪
の
び
。
●
Ｓ
ロ
ロ
マ
の
Ｕ
の
己
公
⑪
。
⑦
●
▽
Ｐ
Ｕ
の
巳
の
⑪
の
び
■
し
少
Ｕ
Ｐ
Ｕ
、

ツフツZの綴笏、

山下真二さん･文恵さん
（旧姓速水）

⑪
０
６
０
。
●
⑭
６
０
０
０
０
ｃ
Ｇ
０
８
ｃ
０
⑭
②
ｅ
０
０
－
Ｂ
－
Ｇ
ｃ
ｃ
ｃ
、
０
，
８
０
６
０
Ｇ
－
ｅ
６
０
ｄ
０
８
ｃ
０
ｓ
６
Ｅ
－
６
６
６
０
６
Ｇ
Ｆ

‐
］
［
 (旧姓石井）

Ｓ
ｅ
ｃ
Ｇ
ｃ
６
⑪
Ｇ
６
ｅ
Ｇ
ｅ
Ｇ
ｅ
ｃ
０
０
０
ｃ
Ｇ
ｃ
Ｂ
ｅ
ｅ
０
ｏ
Ｇ
ｃ
ｃ
ｃ
６
ｃ
６
ｅ
０
ｅ
Ｇ
●
ｃ
Ｇ
Ｃ
ｏ
ｅ
ｏ
０
０
０
０
ｃ
Ｄ
ｏ
ｐ
 

俵
橘
地
区
で
酪
農
を
営
む
山
ｒ
典
白
さ
ん
・

文
恵
さ
ん
は
、
昨
年
の
ト
ー
川
一
Ⅱ
、
ト
ー
ョ

ｉ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た
。

二
人
の
出
会
い
は
、
中
標
津
町
後
継
鞍
結
鵬
対

策
協
議
会
の
企
両
し
た
「
冬
ま
つ
り
交
流
会
」
。

文
忠
さ
ん
は
大
阪
か
ら
参
加
し
、
二
泊
室
Ⅱ

の
交
流
会
の
中
で
、
山
ｒ
さ
ん
と
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
。そ
の
後
、
巾
標
瀧
と
大
阪
の
メ
ー
ル
や
迩
活

で
の
逆
距
離
交
際
が
は
じ
ま
り
、
約
ト
カ
Ⅱ
で

Ⅱ
出
嘆
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
泣
の
初
め
て
の
冬
を
迎
え
る
文
恵
さ
ん
、

浪
迩
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ
て
ｒ
さ
い
。

武
佐
地
区
で
酪
農
を
徴
む
佐
臘
尚
さ
ん
・
裕

紀
子
さ
ん
は
、
昨
年
の
ト
ー
〃
’
六
Ⅱ
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
ア
ワ
ー
・

レ
デ
ィ
ー
・
オ
ン
・
ザ
シ
ー
救
公
で
結
婚
式
を
叢

げ
ま
し
た
。

一
人
の
川
会
い
は
、
総
紀
了
さ
ん
が
昨
年
の

（
Ⅱ
、
三
カ
月
契
約
で
来
京
か
ら
佐
縢
牧
場
へ

酪
農
笈
欝
堆
と
し
て
受
入
れ
さ
れ
た
揃
が
切
っ

掛
け
。
酪
農
の
仕
雛
は
初
め
て
の
裕
組
子
さ
ん
、

牛
を
相
手
に
．
生
懸
命
鑓
ま
み
れ
に
な
り
な
が

ら
頑
張
る
姿
に
尚
さ
ん
６
－
Ⅱ
。
笈
習
終
ｒ
後
、

裕
紀
ｆ
さ
ん
は
来
京
へ
陥
り
ま
し
た
が
、
尚
さ

ん
の
裕
紀
ｒ
さ
ん
へ
の
熱
い
思
い
が
皿
じ
ゴ
ー

ル
イ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
操
に
は
マ
イ
ホ
ー
ム

を
新
築
ｒ
道
と
か
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ＦＬ７ 

iiHi 

ｐ
‐
上
戸
ｒ
Ⅱ
し

、
壺
喬

淡壼
G｣＿■ 

『￣母

鬮fｉｉ

■ 

内

鱈
Ⅱ 

“１ 
８ 

１画「

! 〆奈、

Ｉ 
Ｗ 
Ｌ 

！ 
［ 

Ｐ 

④⑥⑤Ｕ、⑤⑨｡⑨⑤⑤⑤■⑭②②②｡⑤⑤⑬■⑤②③ｑ、④⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑥②③②②④⑤③⑨⑨の｡、⑤の●の●ｃｃ⑤●●②⑦⑤｡②ＧＤｈ

地委｜》ｌど的を交六て結

俣催'ﾙ'１Ｋ興傘ＩＭｉ－:ULlに少瀧年こ‐艦ｉｉ

灘溌溌区

『
い
つ
ぷ
く
の
会
』
が
発
足

M蹄

､謬
些当

`｡'ぞ

回

鍵LＬ 

篝
■ 

P 

rI 

勺

倣
レワ

露鞠
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中標津町農協馬鈴しよ振興対策協議会： 

第25回定期総会

■
●
０
０
●
■
●
●
●
。
●
Ｇ
■
●
Ｃ
Ｑ
●
●
●
●
Ｏ
Ｇ
●
●
●
。
⑪
●
●
●
●
●
Ｃ
ｐ
ｂ
■
Ｄ
Ｂ
●
●
●
■
Ｂ
Ｄ
、
■
ｐ
■

】
０
０
■
■
■
■
■
■
■
■
□
□
■
■
■
■
■
●
■
【

Ｐ
Ｃ
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
□
●
●
●
●
０
●
●
●
□
●
■
■
■
。
■
■
■
０
●
０
■
６
８
６
ｄ
■
Ｄ
ｑ
□
■
■
口
ｑ
ｑ
。
■
■
０
■
０
■
●
■

中標津町農協てん菜生産振興会

第25回定期総会

■
 

▲
 

■
●
●
●
●
●
。
●
▲
■
Ｃ
Ｏ
●
●
Ｃ
Ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｄ
Ｃ
■
‐
」
■
■
●
ロ
●
■
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

●
 

．
Ⅱ
二
Ｉ
ｒ
几
Ⅱ
、
，
、
‐
標
津
川
股
協
入
会
縦
改
選
に
つ
い
て
は
、
蝉
ヴ
委
叩
Ⅲ
（
を
決
め
て
人
宰

室
に
於
て
、
巾
‐
標
瀧
川
股
協
て
ん
菜
化
雄
振
選
し
、
役
興
は
次
の
辿
り
決
定
し
ま
し
た
。
》

興
会
の
第
一
．
－
ｒ
江
川
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
斬
役
貝
会
典
石
橋
樽
美
犬
（
新
任
）
》

ま
し
た
。
松
川
会
及
の
挨
拶
の
後
、
来
蛮
の

刑
会
腱
奥
野
幸
一
（
新
任
）
》

●
 

簡
僑
組
へ
、
良
、
長
野
辨
及
セ
ン
タ
ー
所
長
、

騰
聯
森
、
阿
介
雄
（
新
任
）
・

●
 

川
，
川
‐
ホ
ク
レ
ン
原
料
所
長
か
ら
祝
辞
を
い
た

〃
林
勝
利
（
新
任
）
・

■
 

だ
き
、
議
健
に
佼
橘
の
》
山
川
崎
敬
造
氏
を
選
出

な
お
、
蝮
剛
及
に
つ
い
て
は
、
後
Ⅱ
決
め
る
》

し
議
珈
に
入
り
ま
し
た
。
へ
７
年
度
の
活
動
方
針
蛎
と
し
ま
－
）
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
俗
て
が
》

と
－
）
て
、
職
階
技
術
の
向
上
を
Ⅱ
指
し
て
い
く
承
認
さ
れ
、
議
覗
を
終
瘻
‐
し
ま
－
）
た
。
雌
後
に
》

峠
、
派
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
の
集
い
も
松
川
会
長
か
ら
の
挨
拶
で
、
二
期
六
錐
‐
間
儒
》

昨
年
に
続
き
、
馬
鈴
し
ょ
振
興
会
と
〈
叩
同
で
様
か
ら
支
え
ら
れ
、
会
災
の
征
を
終
え
る
事
》

●
 

進
め
て
い
く
猟
と
し
ま
し
た
。
Ｉ
）
か
駆
除
対
策
が
出
来
感
謝
の
－
．
一
一
同
業
し
」
な
り
ま
‐
‐
）
た
。
ま
た
、
．

●
 

に
つ
い
て
も
、
他
部
会
と
歩
澗
を
合
わ
せ
て
一
一
卸
川
‐
、
‐
旬
か
ら
育
苗
礁
備
‐
な
ど
へ
１
年
の
出
来
．

取
り
組
ん
で
い
く
し
叩
肱
を
決
め
ま
し
た
。
役
典
秋
が
蝿
穣
で
あ
る
聯
を
願
い
閉
会
し
ま
し
た
。
》

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
Ｇ
Ｄ
Ｃ
□
●
●
■
●
●
●
□
■
●
●
●
●
●
□
●
Ｃ
Ｄ
●
●
ほ
●
■
●
●
●
０
０
●
●
■
、
●
●
●
■
Ｄ
Ｂ
●
■

栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
。

はてな１．し識ン111挨瀧鍬津
、いえ二行、」ミタ｜ＩＩＪ拶篭二'11〕、１２－．
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楽しみながら牛乳｡乳製品の消費拡大を。 ⑪北根室農村女性グループ交流会

え1Aしけ乳梁ルイなをｉｉ１ｊ材今会会り乳性研
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『
〃
十
九
Ⅲ
、
俣
落
肌
と
了
の
家
に
お
い
て
．
．
○

○
二
年
麻
布
大
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

寒
い
巾
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
ミ
ト
．
人
に
よ
り

二
Ｍ
戦
、
三
時
間
を
超
え
る
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
総
什
優
勝
は
＋
、
卜
．
ポ
イ
ン
ト
で
藤

原
賢
川
さ
ん
、
二
位
は
＋
几
十
ポ
イ
ン
ト
で
災
渕
慨

さ
ん
、
三
位
は
十
七
十
二
ポ
イ
ン
ト
で
小
川
茂
さ
ん

と
な
り
、
豪
蛎
倣
品
が
摂
り
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
人
変
ご
牌
労
さ
ま
で
し
た
。

米
年
も
ま
た
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
時
間
を
超
え
る
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
た
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
。

} 

饒護ｊの
塾、

＝ 

宕孑

●
俣
落
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

岩
井
淳
一

鶏
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ｌ１ｊｕ 

● 

ユヶｑ

：!Ｌ 
丙

カラォヶルームでおいしい白の食べて.会話もはずみましﾉー

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
後
、
カ
ラ
オ
ケ
で

新
入
部
員
を
ま
じ
え
親
睦
。

●
開
陽
支
部
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
桜
井
謙
治

llUらのれにまムに協
人こち新ま場し対分ゲ職－
１１世位な入し所た枕か１１１１１
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一年の締めくくりにゆっくりと…。●女性部華道教室

う締たく参つ光し）１１人九州〔
でめいり力|]し′l：たの政今ま池十
し<Ｌと特やか｡お｜・年し」カニ
たくと花かるらこ佗三はた．）１
゜ｌ）のにらＬはこの人イ1三・人二
に）lTlイリはと、激ノヒとの河卜
ふもき、おコイ「け少瀬１ﾉﾘ八
さllH合司鍵皆続方数ギよ’ｌ

ｆ１ｉ感鰍蕊
豐Iilii鮪鱗$綴
ぞ欣鰭繰兇ｶﾐｻﾞｷﾞ適
い.｜ｉ、、ててだお、捌教
たイドにゆまいいき［Ｅ参１１Ｍ篭
上のしったらるま）ＩＤＩＩさ力！

お正月のお龍の生け方を教わりました
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暮
ら
し
の

I花づくり】

知
⑭ 

その⑪

北根室地区農業改良普及センター

「
Ⅳ

一
花
に
関
心
は
あ
る
け
ど
、
韮
木
的
な

育
て
〃
が
わ
か
ら
な
い
」
と
足
跡
み
し
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人
で

も
わ
か
る
よ
う
に
、
花
づ
く
り
の
基
礎
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
森
に
向
け
て
、
今

か
ら
計
画
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
デ
ザ
イ
ン

花
壇
を
つ
く
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
配

色
、
花
の
満
さ
、
開
花
時
期
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
お
く
と
長
い
間
花
塩
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
す
。

冬
の
間
、
ノ
ー
ト
に
花
噸
の
同
面
を
課

い
た
り
、
色
を
塗
っ
た
り
し
て
存
に
備
え

る
と
良
い
で
す
。

｜
、
配
色

花
色
の
数
は
、
少
な
め
の
方
が
失
敗
は

な
く
、
き
れ
い
に
兄
え
ま
す
。

～
配
色
例
～

・
同
系
色
で
ま
と
め
る
と
深
み
が
で
る

寒
色
系
１
行
、
紫
な
ど
。

喉
色
系
Ｉ
赤
、
桃
、
椎
な
ど
。

．
「
、
＋
赤
」
な
ど
で
混
械
し
て
淡
い
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
波
川
す
る

・
収
色
を
群
色
す
る

赤
や
戯
な
ら
迫
力
が
、
青
系
な
ら
涼
し

げ
な
雰
囲
気
に
な
る
。

．
Ⅸ
対
色
を
隣
に
お
い
て
、
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
る

「
黄
十
紫
」
、
「
構
十
付
」
な
ど
。

二
、
花
の
高
さ

背
丈
の
良
い
花
は
手
前
、
高
い
花
は
奥

が
基
本
で
す
。

．
ｔ
機
り
し
て
奥
に
高
さ
を
も
た
せ
る
こ

と
も
尚
し
み
方
の
一
つ
で
す

三
、
開
花
期

長
い
間
、
花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
（
衣
こ
。

▼
花
壇
例

一
、
模
様
花
壇

Ｆ可、

・
図
案
は
、
大
き
く
叩
純
に
す
る

・
花
色
が
変
わ
る
と
こ
ろ
は
、
株
間
を
少

し
広
め
に
と
る

・
お
す
す
め
の
化
は
、
株
が
大
き
く
広
が

る
種
類

（
ア
リ
ッ
サ
ム
、
ア
ゲ
ラ
タ
ム
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
）

・
花
塊
を
縁
取
っ
て
メ
リ
ハ
リ
を

一
一
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

自
然
に
喉
え
て
い
る
か
の
様
に
演
出
す

る
。お
す
す
め
の
化
は
、
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、

ナ
ス
タ
チ
ウ
ム
、
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
、
矢

巾
卓
な
ど
。

・
球
根
や
宿
根
龍
な
ど
を
取
り
入
れ
て
み

る
の
も
良
い
で
す
。

垣
根
や
針
葉
樹
な
ど
の
緑
と
他
を
組
み

合
わ
せ
る
と
、
よ
り
本
格
的
に
な
り
ま
す
。

▼
播
種
の
手
順

麦１根訓地域て栽培力適当な花壇用､1～2年草の種類と特性一覧表

植物名｜獺|聯|栽培のﾎﾟｲﾝ｝
締iii後の10-30Ⅱで１１Ⅲ［｡1M1打lUlUt渦
でf『てられる。

１０～2用 丙～、アゲラタム￣、

賊jUll1IIで|)}1ｲﾋﾟ低柵に強い。ｲﾋﾟl嚇釧ＩＵｊ
に良い

アリリサム 5～10 5～10 

耐陰性もあり、排菰ガスなど公ＴＩ;に強
い。｛EjWllliiii。

ｲンパチュンス 10～5０ ｌ－ｌＯ 

[|当たり風辿しょく､Ｉ上(い(ﾋﾟ塊がよい｡
iif花系は多１１u職聡

30-10Ｃ 6～1０ コスモス

藤ililm1o迦１１化色の濃淡に配lMjio汎ｉｉｉ
!)良い、

20～6０ 6～10 サルビア

せやけ侍⑤て④を③うで②けｔ①－パ人

ん職ずに；iii'Ｍ１鑓ま板ら人播てを箱、差總
靭三蝋甥:〈灘ｵL鵬Ｔ艫燃行に
瀧１tは：迩艦iiiT編臓ぞなは
さきノ](通たつるををせ敷澗場行う
:莉際自溺rii為さ｣ﾐ含灘iii
豐蠅工ii篭窪離繭りilA：． 、あ販極
が、接協ＡＭつし八つ

痂箱繭度にげ､分ぷ火禦：
鮒鮒＃、｝鯉Ｍ１)（ｒＩｆ

''１.小総多化性が災い。移hr〔、株分け
力奪坊でﾃﾁﾞてやすい。

101）l外 3～７ ﾃージー

移刷のIiil散を多くしてIYt姿をそろえる。
肥料は、やや少なめ。

10-3t ハポタン

'111】たI)風皿しのよいlilTでIlu料は、１．
分'jえ、極をつけないこと。

10-20 `１－８ パンジー

丈夫で育てやすい。〃'ｉたりよくⅡH1科
は十分'j,え、緒ﾂﾞﾐさせない。

10～30 5－１０ ペチュニア

[１，１１だ')風jmLがよく、llU料は１－分り
え終ｲﾋﾟは摘み１１(る。

マリーコールド 10～3〔 5～Ⅱ 

〈しろ、ねむるｲﾋのまちづくり､ﾂﾞﾋﾎより

1４ 

植物名
花の高
さ(０，m）

開花期
(月）

栽培のポイント

アゲラタム 10～2５ 5～９ 
締iii後の10-30[|でＩ１Ｈ化｡1鰔｢|ﾘ|Ⅱt渦
でf『てられる。

アリッサム 5～10 5～l(） 
蹴り''１ⅡでｌｌＩ１ｲﾋﾟluiiMに強い。雌I嚇釧'<り
に｣iLい

インパチェンス 10~5０ ｣～10 
耐陰性もあI)、排気ガスなど公,il;に強
い。（ﾋﾟ轍ｉｔ迦

コスモス 〕0~100 ６－１０ 
Ⅱ当たり風j､しょくＪ上(い1ﾋﾟ塩がよい。

ﾋﾟ系は多11uWi聡。

ｻルビア 20～6０ 6～１０ 
藤il懸避１１１［色の椴淡に配lMjio汎Ｉｉｉ
5良い。

テージー 101）lｸト 3～７ 
''１.小総多佗|《:が災い。秒ｉｆ〔、株分け
力零劾で72fてやすい。

ハポタン 10~3０ 
移械のIiil散を多くして箪姿をそろえる。
肥料は、やや少なめ。

'１ノンー 10-20 ｲｰ８ 
'111】たI)風ｊｍＬのよいlilrでIIlll料は、Ｉ

分'jえ、極をつけないこと。

ペテュニア 10~3０ 5-10 
夫で育てやすい。腓!ｉたりよく1111判
卜分ｌｊ･え、結笈させない。

マリーゴL-ルド 10～3０ 5～1(） 
１１，'】たl)風j、しがよく、llU#!}は１－分'ﾉｰ
え終ｲﾋﾟはl1jiみ１１(る。



１月の組合日誌 第
九
回
理
事
会
の
経
過

八七/《Ｉｉｌｊｌｌ三一へ１)１１
股、つ、指、卯、指、、に、増、決催
ｌｉｆｔ’ｌｉい′１２名経人抗導平各つ、1ｚｌｌ北議１１
に標て産業鴬に繭組成極い成に海事’１＃
つilk賑蒋柵つ性今卜登て十つ道項
い’'1Ｊ典の追い物ｒｉｌｕＬｌ金１１１い膿、／平
て農総選対て度へイドの年て業成
協合慧策扱案度Ｉｌｆ度（高｝
Ｂ対に１ネ＆'ざ￣ｉｎ入鴬'１］四８８ 

ｓ策つ業Ｉ勝に点「'１艇ムモ年
Ｅ１１いの償つ振込針金一
対.業て実輿い導に１１１１１協）］
策の施征て制１つ供会三
本災に保什い絵の十
部施係険典て認１１１，１１
のにろの定盗

７日源泉所得税書類作成

８日同志会選考委員会

ＢＳＥ対策本部設置打ち合わせ

９日新規就農予定者面談

１０日農民連名役員会

営農協議

11日役員協議会

同志会選考委員会

15日営農協議

１６日女性部新年恒例会準備

第１回青年部役員選考委員会
１７日女性部新年恒例会

第３回青年部消費拡大委員会

同志会役員会

営農協議
１８日酪農ヘルパー利用協会打ち合わせ

馬鈴し`k振興会三役会

第３回青年部レクリエーション

委員会

酷対役員会
21日第７回生産委員会

第５回熟年会役員会

鹿対策打合わせ

第10回青年部役員会

22日営農委員会

個体識別システム打ち合わせ

23日農薬打ち合わせ

馬鈴しよ振興会役員会

24日冬まつり打ち合わせ
てん菜振興会役員会

25日露農民要請準備

営農協議
29日第８回営農委員会

同志会役員会
農民連名役員会

てん菜振興会総会

だし､こん部会打ち合わせ

30日第９回理事会
第２回青年部役員選考委員会

和牛振興会役員会

農民連名役員会

職員組合執行委員会

31日馬鈴しよ振興会総会
共進会代表者会議

１十十十十ルノ、

、脇つｕＬｌいに三て等こる－ク、業、
貝議い、て係、ｒｆ、火、タ’'１の笈
外事て各へる農付農災語｜標ｊｋ源
臘項種１，Ｍ施協''7協保歴迎瀧リリ
TIj；ｖ術定設7丁業イ『険環絡'１１「進サ
に助交蜜パのパ加境協農めイ
つＩｆｊ１ｉｆＴｉｉイ［β１イ人整識業〃ク
い業の契フ定プのlWi会協にル
て奥処約ラ資ラ取りの’１７１つ畜

統分ノギイ産イ扱｜設組い産
及一のン収ンにスウ：什て環
ぴ解ミ得ミつｚｌｉに．境
計除ルにルい業つン終
ｌＩｈｉに力つ力てにい卜術
につ’いＩ係てう１F

Ｆ刊

八七六Ｊｉｌｌリ－－へ
充、状、て向、て税、、格、い、つ、報
会’'１況乎 とＢ術農′１２対パＩｚて乳い馬告
の標に成股Ｓ了業乳策成製て鈴事
1)１１１１こつ１．家Ｅ特１１ミノに遮十Ａｌ１ｊし項
ｌｉｉｌｌＨＴい三経発利雄産動｜ﾘリ炎よｖ
に腱て年鴬生継法状組年託原
つ脇度にに統人ルヒ繊度加極
い二i二卜lH1fl：ＩｌｉＩ仁に討酪ｉ：農
て’''１二すう度係つ瀧農契場
、月る地のるい結畜約の
動木彩｜え魔１Ｍ’て呆潅の迎
111ク騨卜卜］'二午にＡｌ=改常
展ミにＩｉｌｉに；税つ朧５Ｊ状
示力つ格つのい・にルビ
Ｈ|］ンい動い納て（１１１１つに

凉忍悪

「 可

う型ま二’１Ｊ
・のす前月能
気気が半性
温圧、はの
は配後天大
平満半気き
年のはがな
並！」乎周天
でが年期仮
し多と的の
よい同に兄
うで様変迦
・しにわし
ｊ弓冬り

一
一
ガ
月
平
均
気
淵
は
、

商
い
可
能
性
が
大
き
く

は
共
に
四
○
訂
で
す
。

向
こ
う
一
一
一
カ
月
の
天
候

降
蒔三
hk力
は月
共間
に峰
平水
年ｊ,(：
並、
で、ｐ

しワホ（
よ櫛
う側
･の

四
月八
歩
乱
は
概
ね
周
期
的
に
変
わ
り
ま

す
が
、
低
気
圧
の
皿
過
後
に
一
時
的

に
冬
型
の
気
圧
配
続
と
な
る
日
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
気
温
は
平
年
並
で
す

が
、
寒
暖
の
変
動
が
大
き
い
で
し
よ

←
７
．
 

三
月天
気
は
周
期
的
に
変
化
す
る
で
し

ょ
う
。
気
温
は
商
い
で
す
が
、
低
気

圧
の
迦
過
後
に
一
時
的
に
冬
型
の
気

圧
配
髄
と
な
っ
て
気
温
の
低
い
時
期

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ｓ
力
肩
予
報平
年
並
か

そ
の
確
率

し 」

１月



…
…
…
前
ご
Ｅ
え
ｕ
《

懐
し
警
告
霊
一
枚
の
写
真
団

Ｌ 
ロ

ｇ
日
岡
三
。
周
の

（ 
ｏ
撫
輔
、
丹
誼
警
固
霜
隷
鱗
回
嵩
叩
ｏ
識
縞
、
揃
蠅
貯
国
篭
歯
謙
同
飴
｛
顎

、
Ⅱ
＋
流
き
く
。
ｎ
ロ
、
一
一
、
尿
斗
『
ず
い
灯
Ⅱ
㈹
０
忌
凡
。
、

臼
田

昭和34年-35年頃の秋。

馬鈴しよの掘り起こしを、馬２頭によりおこない、

掘り出された芋は家族総出で手拾いしました。

右端の女性が手にしている金網のカゴは、丈夫で軽

く、ずいぶんとちようほうして使ったもんです。

労働はきつかった時代ですが、何故かのんびりとし

た懐しい時間を思い出します。

写真提供藤井弘美氏

へ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
睦
屋
「
凸

1６ 


